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ずの 53 年以前の資料がないのが残念で , 平成 28
年は，回数・日数とも少なくなっている（特に発
生日数では最小）が，発生日数での平成 7・12・
24 年でのピーク，発生回数での平成 17 年のピー
クなどもあり，単純に改善されてきたとは言えな
い（第 4 図）. また，井戸と同じように , 発生数
だけでなく , どこで発生したか , それぞれの場所
での推移はどうかが重要である．
　COD 値では，かつて海域 C 類型環境基準値
（8.0 mg/ℓ）を超えていた運河の値も海域 B 類












































（第 10 図 , 新井：1996 など）．




























で 2 番目に多い 994 万尾となっているが，平成














第 11 図　河川の BOD と下水道普及（新井：1996）
（A：BOD ＜ 5 ppm，B：5 ≦ BOD ＜ 10 ppm，





























第 14 図　東京の主な河川の BOD 経年変化
（東京都環境局・平成 28 年度水質測定結果の概要より）
第 15 図　新河岸川流域の BOD 経年変化
（国立環境研究所のデータベースより作成）
第 16 図　BOD 日平均 75％値の階級区分の変化
（国立環境研究所・環境省水環境情報より作成）
第 17 図　BOD75％値（1971 年）
第 18 図　BOD75％値（1996 年）
























　この調査では，全国では 2008 年が 6,241 と最
も地点数が多かった（2004～2017 年，2018 年は






り，約半数で COD が 4 mg/ℓを示し，約 3 割の










ど変わらない（BOD と COD の違いを加味して
第 20 図　COD 階級区分の変化（全国）
（身近な水環境の全国一斉調査結果より作成）
第 21 図　COD 階級区分の変化（東京都）
（身近な水環境の全国一斉調査結果より作成）
第 22 図　COD の分布（2010 年）
（身近な水環境の全国一斉調査結果より作成）




















第 24 図　全国一斉調査での COD 分布（2018 年）
（身近な水環境の全国一斉調査結果より作成）
第 25 図　法政大学調査地点の COD 分布（2018）
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第 26 図　都道府県別調査地点数（2016～2018 年）
（身近な水環境の全国一斉調査結果（2016～2018 年）から作成）




























第 28 図　東京都の水質分布（2018 年）
（身近な水環境の全国一斉調査結果と法政大学による水質分析結果から作成）
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